
作物 項目 具体的な情報例 各情報名（青文字）をクリックすると説明ページにリンクします  

水稲 
       

冷害・高温障害対策 農研機構 東北農研センター 栽培管理のためのメッシュ情報 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_suitou.html 

収穫適期予測 
 

山形県 おきたま米づくり情報（H26の例） 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_kensho.html 

香川県 「おいでまい」通信（H28の例） 

新潟県 稲作技術情報（H28の例） 

小麦 
 

開花日予測  
（赤カビ病対策） 

農研機構 西日本農研センター 

リアルタイムアメダスを用いた麦の発育ステージ予測 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/taio_komugi.html 

果樹 モモの開花日予測 山梨県 モモの開花予想と開花日（H29の例） 

病害虫 発生予察 沖縄県 技術情報カンシャコバネナガカメムシ（ガイダー）の 
防除適期について（H26の例） 

その他 メッシュ情報 農研機構 メッシュ農業気象データシステム 
https://amu.rd.naro.go.jp/（外部リンク） 

水産 養殖関連情報 宮城県 ワカメ養殖通報（H26の例） 
http://www.jma-net.go.jp/sendai/wadai/umi/taio_jiturei.html 

向こう2週間・１か月の気温予測データの活用事例集（農業・水産） 

向こう2週間・１か月の気温予測データを活用することにより、極端な高温・低温の監視や

生育予測や病害虫発生予察の精度が向上し、より事前に、より適切な対策や計画を立て
ることができます。 

※気象庁が確認できた事例を掲載しています 
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以下は、説明ページ 
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特産品の水稲「おいでまい」の刈り取り適期の予測に活用し、品質向
上を図っています。 

平成29年9月27日 「おいでまい」通信 第5号 香川県農業経営課農業革新支援グループ 

香川県～水稲刈取り適期の予測～ 

・米生産において適期に収穫することは、特に玄米品質を確保するために必須であり、収穫が遅れると、茶米の発生等による検査等級の低下を招き、生産者の収入
減となるだけでなく、地域的な品質低下が産地全体の評価の低下に結びつきかねない。品質低下を避けるためには、刈取適期を推定することにより、計画的に収
穫作業をすることが重要である。 

・特に水稲作付面積が大きい経営体では、天候による収穫可能日数をふまえて収穫開始時期から終了時期までを適期内で作業することが必要となるため、収穫開始
期を的確に捉えることが重要となる。 
・近年は9月でも異常高温となるような年次がみられるようになり、平年値を用いた予測では実際の刈取適期より遅れることが懸念される。 
・2週間前に刈取始めの時期がわかれば、逆算して水管理が可能となり、作業計画も立てやすくなる。 

・共同乾燥調製施設では、施設の準備や雇用等を計画的に実施でき、施設運営にとって経営的に有効であるだけでなく、地域の適期刈取りを推進する上での効果も
期待できる。 
・さらに、指導機関等が適期刈取を推進するための情報提供も効果的に実施できる。 
上記の内容は、横山克至 2014: 気象確率予測資料を用いた水稲刈取適期の予測. 東北の農業気象, 58, 1-6. も参考にしました。 

農業担当者 

コメント 



農業に役立つ気象情報の利用の手引き（北陸版） P74 でも紹介 

水稲の出穂日別に計算した結果を可視化した表情報も技術対策
資料に付加して解説しました。 

気象庁HPから 

データ取得。 

月・木の 

朝9時30分提供 

新潟県～水稲刈取り適期の予測～ 



極端な高温によりモモの開花日が早まることが予測でき、早めの
作業を促しました。 

平成30年3月20日 モモの開花予想 第4報 山梨県果樹試験場ホームページ 

気象庁HPからデータ取得。 

月・木の朝9時30分提供 

従来の見通しに比べて
どの程度早まるのか？ 
→情報・解説の充実 

・実際の開花日は3/31だっため、生産者に対して、授粉労力（花粉採取も含めて）
の確保といった作業を、従来の段取りよりも早めの準備を促すことができた。 

平成30年 園芸学会全国大会（H30.9）で発表  

  気温予測値を用いたモモの開花予想の精度検証 萩原栄揮1・池田博彦1・萱場亙起2・杉浦俊彦3（1山梨果樹試，2気象庁，3農研機構果樹茶部門） 

農業担当者 

コメント 

山梨県果樹試験場～モモの開花日予想～ 



・農業気象学会全国大会（H30.3） で発表 

  気象予測値を用いたカンシャコバネナガカメムシの防除適期予測の精度検証 

  萱場 亙起（気象庁）、田村 弘人（沖縄気象台）、永山 敦士、真武 信一（沖縄県） 
・月刊植物防疫 平成31年3月頃 掲載予定 

 「気温予測値を用いた病害虫防除適期予測の精度検証」 
 ～カンシャコバネナガカメムシにおける精度検証～ 

サトウキビに被害をもたらすカンシャコバネナガカメムシの防除時
期の予測に使い、より効果的な防除を促しました。 

平成30年3月23日  

カンシャコバネナガカメムシ（ガイダー）の防除適期について 沖縄県ホームページ 

再予報データも用いて、シミュレーションによる精度調
査も実施した結果、以下のことがわかりました。 

・予測情報を活用することで防除時期の予測精度が向
上することを確認できた。 

・予測精度も踏まえて、より的確な情報発信時期を見
極めることも期待できる。 

・地球温暖化による近年の傾向もふまえると、平年値
を用いるよりも、最新の予測値を用いることで、情報
改善ができた。 

農業担当者 

コメント 

沖縄県病害虫防技術センター ～害虫の防除適期予測～ 


